
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学校長より 
・各学年より 
・校内研究について 
・学校評価 集計結果と分析 
       

 

 

 

 

 

 

 

 学校教育報告会資料 

学校教育報告会

川崎市立下小田中小学校



                          川崎市立下小田中小学校 

                          校長   安斎 陽子 

今年度も本校の教育活動にご理解とご協力をいただき、ありがとうございました。 

 

１． 学校評価アンケートの結果と考察 

児童と教職員、保護者の皆様にもご協力いただきました学校評価アンケートの結果をまとめ、そこから見

えてきたものと今後の取組についてお伝えいたします。 

「学校評価集計結果と分析」に各項目の詳しい分析を載せましたので、ご覧ください。 

 

※どの項目においても、全体的に、児童・保護者・教職員のアンケート結果は、良好な結果で

した。この中で特徴的な項目についてお話します。 

 

①根（自主・自立） 

設問１「学校は楽しいですか」について 

学校教育目標に即した「学校は楽しいですか」という設問に対し、９２％の子ども達が楽しいと答えてい

ます。その中で「思う」と言い切れた子どもが６８％と昨年度より３％増加しています。そうではない児童

が９％でした。この９％の子ども達が楽しいと感じられるよう、個々の思いや声に耳を傾けていきます。   

  ②智（質の高い学び） 

設問１０「ＧＩＧＡ端末を使うことが、学習に役立っていると思いますか」について 

肯定的な回答をしている子ども達の割合は９３％となっています。文房具としてのＧＩＧＡ端末の活用が

進んできています。国語科の校内研究テーマ「自分の考えをもち、伝え合う子」を意識して授業改善に

取り組んできました。デジタルとアナログ、それぞれの良さを理解し主体的に学ぶ姿勢の支えとなるよう

推進していきます。 

  ③和（共生・協働） 

設問１３「先生はあなたの話を聞いてくれると感じますか」について 

肯定的な回答をしている子ども達の割合は９５％となっています。児童が安心して教職員に相談できる

環境を整え、引き続き、日頃から「ＳＯＳの出し方」や「ＳＯＳの重要性」について伝えていきます。また、担

任だけではなく、学年や支援教育コーディネーター、養護教諭、学校巡回カウンセラー等で情報共有し

ながらチームとしての支援体制を継続します。 

 

２． 次年度の学校生活について 

   〇運動会の実施方法（全校児童が校庭で参加できるように検討） 

  〇令和８・９年度 教育課程柔軟化サキドリ研究指定校（文部科学省指定） 

  〇日本ＡＥＤ財団 School フォーラム会場校（授業公開予定） 

   ※現時点での年間スケジュールを学校ウェブサイトに掲載しました。例年、変更になる行事があります。 

参考としてご覧ください。決定した行事等は、学校便りをご確認ください。 

 

子ども達が、多様な仲間と共に認め合い、自分らしさを大切にして日々を過ごせるよう教職員

一同、努めてまいります。今後共、ご協力よろしくお願いいたします。 



個別学習室  

 

☆1 年間の取り組み(合同学習より) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道 徳 

道徳では、自分の目標、学校の生活目

標、ルール、マナーなどを取り上げ、ス

ピーチや具体的な行動、ソーシャルスキ

ルに取り組みました。生活では、買い物

学習や昔遊びにも挑戦しました。 

 

音 楽 

季節の歌や英語のうた、ハンドベル、マ

ラカス、和太鼓などの楽器、手遊び、ダン

スに挑戦しました。リズムや動きを覚えて

生き生きと演奏する姿が多く見られまし

た。 

 

栽培活動 

今年度も夏野菜のなす、トマト、ピー

マン、バジルや冬野菜のカブを育てまし

た。とれた野菜をピザパーティーでも使

用し、味わいました。 

げんきいっぱいまつり 

どんなコーナーがよいか話し合い、今

年は新たに「射的」のアイディアがで

ました。「ボーリング」「ワニワニパニ

ック」「輪投げ」「さかなつり」「まとあ

て」と 6 つのグループに分かれてルー

ルを決めたり、準備をしたりしまし

た。活動を楽しみにしている児童が多

く、当日も盛り上がりました。お金を

払ってゲームをすることや順番をまも

ることなどの約束を守って遊んだり、

コーナーの仕事をしたりできました。 

 

朝の会 

朝の会では、継続して長縄跳びに取り組

み、成長が見られています。金曜日は誕生

会、ゲーム、クイズなど様々な活動をおこ

ないました。 

朝の会では、誕生月の児童のお祝いをし

ました。その他にも長縄やゲーム、クイズ

など、様々な活動をおこないました。 

体 育 

意欲を大切にしながら、楽しく活動する

なかで、自信・やる気につながっている様

子が見られました。 

ピザパーティー 

ホットケーキパーティー 

今年もみんなが楽しみにしているピ

ザ、ホットケーキの調理を行いまし

た。好きな具材をのせて、完成したピ

ザやホットケーキをうれしそうに食べ

ていました。事前学習の中で、好きな

飲み物や食材を買う練習(買い物ごっ

こ)も行いました。 

 

 

個別学習室目標 やさしさいっぱい チャレンジいっぱい からだ元気いっぱい 
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【学年目標】 

 〇身近なことに興味をもち、挑戦しようとする子 

 〇自分の思いや考えをもとうとする子 

 〇ちがいを受け止めて、協力しようとする子 

 

 

 

【学習活動の様子】 

  初めてのことがたくさんある小学校生活に、前向きに挑戦する姿がたくさん見られま

した。最初はできなくても、友達や周囲の人の力を借りることでできることが増え、や

り遂げる達成感を得ることができました。この１年、お互いのよさを認め合い、協力し

て様々なことに取り組んできました。一部ですが、以下に紹介します。 

 

 

 

 遠足「橘公園」 

  １０月に秋の遠足に行ってきました。自然の中で秋を見つけたり、遊具や広場で遊ん

だり、元気いっぱいに体を動かしていました。道路の歩き方などのマナーを守り、集団

行動ができるようになってきたところにも成長を感じました。 

 

 

 

生活科「もうすぐ２年生」 

  近隣の幼稚園や保育園の年長さんを招待して、「ようこそしょうがっこうへ」を開きま

した。小学校のことを教えてあげようと、小学校クイズを出したり、実際にランドセル

を背負わせてあげたり、頼もしく教える姿が見られました。もうすぐ２年生になる自覚

が芽生えてきています。 

   

 

 

 

 

保護者の皆様には、一年間様々な場面でご理解ご協力をいただき、本当にありがとう

ございました。 
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【学年目標】 

 〇目標をもち、友達と仲良く活動する子 

 〇しっかりと話を聞き、ねばり強く考える子 

 〇ちがいを受け止めて、仲良く助け合う子 

 

 

 

【学習活動の様子】 

  行事や日々の学習を通して、子どもたちは一つ一つのことに意欲をもって取り組み、

最後まで頑張る姿が多くの場面で見られました。友達の話をしっかりと聞きながら学び

を深め、自分の思いや考えを整理し、自信をもって伝えられるようになってきたことも、

大きな成長です。 

 

 

 

１年生との交流 

  生活科「おもちゃランド」では、１年生の喜ぶ顔を思い浮かべながら、目標をもって

意欲的に準備を進めていました。当日は、１年生に遊びを優しく教えたり、相手に合わ

せてルールを分かりやすく説明したりする頼もしい姿が見られました。みんなで力を合

わせて１年生を楽しませることができた経験は、子どもたちにとって大きな自信に繋が

りました。 

 

 

 

 生活科「もっとなかよしまちたんけん」 

  地域の場所や人々について「もっと知りたい！」という意欲をもって取り組んできま

した。授業参観では、調べたことをおうちの人や友達の前で堂々と発表することができ、

子どもたちの大きな自信になったようです。この活動を通して、地域には自分たちの暮

らしを支えたり、毎日を彩ったりしてくれる人々がたくさんいることに気付くことがで

きました。 

 

 

  この一年間、保護者の皆様には温かいご理解と多大なるご協力をいただき、心より感

謝申し上げます。 



             

 

 

【３学年目標】 

  

 

 

 

 

 

【学習活動の様子】 

  日々の学習の中で、自分の考えをもつことや伝え合うことを大切にして取り組んで

きました。一年を通して、ペアやグループで話し合う活動を授業に組み込んでいくこ

とで、自分の思いを話すことに少し自信をもつ姿や、友達の考えに反応しながら聞く

姿が多く見られるようになりました。３年生になって初めて行う学習活動もたくさん

行いました。初めての「できた！」も大切にしながら取り組みました。一部ですが、

以下に紹介します。 

  

 総合的な学習の時間「すてきなまち、下小田中」 

  前期は、社会科から発展して下小田中のまちを紹介するカルタやすごろくなどを作

り、２年生に紹介しました。2年生の笑顔を見て、嬉しそうな３年生の笑顔が素敵で

した。後期は、伝える相手を変えました。「家の人にも伝えたい。」「もっといろいろ

な方法で伝えたい。」という思いを大切にして、授業参観で保護者の皆さまに発表し

ました。初めてのスライド作りに挑戦し、まとめることができました。 

 

 音楽「リコーダー」 

  息の吹き入れ方で音が変わって、きれいな音色が響くことを知りました。タンギン

グが上手になり、優しく息を吹き入れることで低い音も出せるようになってきまし

た。一つの曲を演奏できるようになったときの子ども達の笑顔は、太陽のようにキラ

キラしていました。 

 

 書写「毛筆」 

  初めての筆に、初めてのすみ。一生懸命話を聞きながら取り組みました。準備や片

付けが早くなり、1時間の授業の流れもとてもスムーズになりました。「今日はうま

くかけた！」や、友達の作品を見て「○○さんじょうずだね！」と話す子ども達はや

っぱり素敵な笑顔でした。 

 

  保護者の皆様には、一年間様々な場面でご理解ご協力をいただき、本当にありがと

うございました。 

みんなで楽しく SUN年生！ 

学校教育報告会資料  ３年 

この目標を達成するために・・・ 

① チャレンジ 

② 話を聞く 

③ 友だちとなかよく 

④ あいさつ 

⑤ やくそくを守る 

 



学校報告会資料 ４年 

【学年目標】 

【学年目標を達成するために】 

具体的に目指してほしい行動は… 

◎自分たちで考え、判断して動く。 

◎チャレンジをして、失敗から学ぶ。 

◎相手の思いを受け入れ、友達と力を合わせる。 

◎人の話をしっかりと聞く。 

【学習面と生活面の様子】 

①進んで挑戦し、学び合う 

どの学習にも前向きに取り組みました。見通しをもち、身に付けたい力を意識しながら学習を進

めました。子ども達同士で教え合ったり励まし合ったりする姿が多く見られました。自分の意見を話

すことはもちろん、「話を聞く」ということも意識して取り組みました。温かい共感的な態度で友達の

話を聞き、一人ひとりが安心して学習に参加できるようにしました。 

②係活動/当番活動/実行委員 

各クラスで係活動を行う時間を確保し、アイディアを形にしました。クラスで行う集会を企画した

りクラスにポスターを掲示したり、自分の考えを発信する力を伸ばしました。また、計画段階では相

手の意見を聞き、自分の考えを伝えるなど、友達と力を合わせることもできました。うまくいかないこ

ともありましたが、次の活動へとつなげる姿がありました。当番活動や実行委員では、一人一役の

仕事に取り組むことで責任感が養われました。自分たちで考え、行動する力が徐々に身に付いてき

ました。 

③クラブ活動 

今年からの新たな活動として、クラブ活動に取り組みました。上級生との関わりの中で、年齢を

問わずに自分の考えを伝えたり上級生の考えを聞いたりすることができました。また、クラブ活動に

ついて３年生に紹介することで、来年度から学校を支えるメンバーとしての自覚が芽生えつつあり

ます。 

 

一年間、教育活動にご理解ご協力いただき誠にありがとうございました。４月からは５年生にな

り、学校を引っ張っていく立場になります。この一年で学んだことを生かし、活躍してほしいと思いま

す。 

① 自分と友達を大切にして、何事にも進んで挑戦する 

② 高学年の仲間入りをしたという意識をもち、５，６年生になるために準備をする１年間にする 

子どもたちが話し合って決めた学年目標 

「あついはあと」 

あ あいさつができる 

つ つながりのある 

い いっしょうけんめいな 

は はんだんができる 

あ あんしんできる 

と ともに学ぶ 

 

 



学校教育報告会資料 ５年 

【学年目標】 

 

 

 

 

 

 

【主な活動や学習について】 

自分の考えをしっかりともち、友達の意見を大切にしながら学習を進めました。また、

学びに関心をもち、自ら課題を見つけることができました。GIGA端末や他の資料を活用

して自ら進んで学ぶ資質・能力が育ち、最高学年に向けて、落ち着いて学習を進めること

ができました。 

学年目標をもとにして、学級目標を作り大切にしてきました。各クラス、学級目標に近

づき、学年目標のように輝くことができた 1年間になりました。自然教室、運動会、委員

会紹介など全力で活動したものを一部紹介いたします。 

 

【自然教室】 

自然教室では、協力してカレーライスを作ったり、お互い励まし合って入笠山ハイキン

グをしたりしました。自分たちでひとつひとつ乗り越える姿が頼もしかったです。自然教

室を通して「自ら行動する」「仲間と協力する」「自然に親しむ」ことを学びました。友達

の新しい素敵な一面も見付けられた貴重なひと時でした。 

 

【運動会】 

運動会では、「高学年として格好いいソーラン節を踊る」とそれぞれが意気込み、練習

に取り組みました。お互いに踊りを確認して切磋琢磨する姿が見られました。本番では、

法被をひるがえして、力強くも華やかなソーラン節を踊ることができました。全員で前向

きに取り組み輝いている様子は素晴らしかったです。 

 

【４年生との交流 委員会紹介】 

来年度一緒に委員会を運営する下級生に委員会を紹介しました。自分たちが１年間学ん

だり、活動したりしたことをスライドにまとめました。日々学校のために活動しているこ

とを伝えることができました。来年度は、学校運営を中心に行っていくという最高学年の

意識が芽生えたようでした。 

 

 

 

 

 

日々成長する子ども達の姿を見て、最高学年へ成長していくのだと感じまし

た。あらゆる場面で最高学年として輝くことを信じています。保護者の皆様に

は多くのご理解とご協力をいただき感謝しています。５年生の学校教育活動を

見守り、励ましていただきありがとうございました。来年はいよいよ最高学年。

６年生でも、さらなる成長を楽しみにしています。一年間ありがとうございま

した。 



学校教育報告会資料 ６年 

【学年目標】 

 

 

 

 

 

 

 

【主な活動や学習について】 

年間を通じて学年目標に大きく近づけた行事として、運動会、１年生との交流、修学

旅行と発表型保護者参観が挙げられます。 

 

【１年生との交流】 

入学したばかりの１年生が早く学校生活に慣れるようにと、掃除や給食のお手伝いを

行いました。１年生に頼られることで 6 年生がもっていた優しさや責任感がより引き出

されていました。また、ペアになった１年生に喜んでもらうために、その子に向けて手

作りの絵本を製作する活動を総合的な学習の時間を使って行いました。絵本作家の方に、

絵本作りに大切なことをインタビューしたり、司書の野口先生やブックサポーターの皆

さんに、読み聞かせのコツを教えてもらったりと、相手の笑顔をイメージしながら楽し

んで活動しました。最後まで丁寧に絵本を仕上げてプレゼントし、相手意識をもち活動

することの大切さを実感する学習になりました。 

 

【修学旅行】 

修学旅行では、歴史的な建造物や大自然が生み出す景色をたっぷり味わうことができ

ました。また、友達と過ごした時間は、一人一人にとって特別な時間になったようでし

た。友達の存在の大切さを改めて実感することができていたようです。 

 

【運動会】 

６年生の運動会は今までとは一味違って、自分たちの競技だけでなく、運動会を支え

る係の仕事がありました。応援団・開閉会式の司会進行・得点係・用具係など様々な場

面で活躍する６年生の姿を何度も目にすることができました。また、自分たちの種目で

は、練習から真剣に取り組み、特に表現に力を入れました。細かい動きを覚えて、周り

の様子を見ながら息を合わせる姿から「輪」を感じることができました。自分のもてる

力を高めるために多くのものに挑戦して一丸となって輝く姿が素晴らしかったです。 

 

【羽ばたきの会】 

発表型保護者参観「羽ばたきの会」では、「成長と感謝」をテーマにした小学校生活

最後の授業参観を行いました。発表を通して、改めて自分たちの成長と、家族の方々か

ら受けていた愛情に気づくことができたようでした。６年間、いろいろな方に支えられ

て、人として大きくなってきたことを実感し、感謝の思いが伝えられました。 

この経験は、中学校に進学してからも、そしてこれからの人生を生きる上でも、きっ

と一人一人の心の支えとなることと思います。 

令和７年度 下小田中小学校 校内研究について 



研究推進部 

〇学校目標 

共に学び、明日が楽しみになる学校 

根…自主・自立   命を大切にし、力を合わせて取り組む子  

智…質の高い学び   主体的・対話的に学ぶ子  

和…共生・協働   互いを認め合い、思いやる子 

 

〇研究テーマ 

自分の考えをもち、伝え合う子 
 

 学校教育目標の質の高い学びの実現に向けて、今年度も国語科を中心に研究を進めてき

ました。子どもたちが自ら考え、互いの考えを伝え合う主体的・対話的な学びを目指して

以下のサイクルを大切に授業に取り組みました。 

 

①資質・能力を明確にし、見通しをもてるよう掲示物の工夫をする。 

 ②見通しをもったり、友達と伝え合ったりすることで、自分の考えをもつ。 

 ③自分の考えをもつことで、伝えたいという思いがでてくる。 

 ④伝え合うことで、考えを広げたり、深めたりする。 

 ⑤めあてに沿った振り返りをすることで、学びが定着する。 

 ⑥次への意欲へとつながる。 

  

 

 

 

 

 

〇研究の成果 

 

 どの学年でも、多くの子どもたちが課題に対する自らの考えをもち、主体的に学習に取り組む

姿が見られました。子どもたちの実態に合った課題の設定や学習計画の立て方を工夫してきたこ

とで、課題意識を高める姿や学習そのものを楽しむ子どもたちの姿も多く見られました。また、

自らの思いや考えを交流する場面では、ペアやグループ、全体などねらいや実態に合わせた形式

を設定することで、新たな視点に気付いたり、自らの考えを深めたりすることができました。

様々な考えの交流を通して、自分の考えを伝える楽しさや喜びを感じることのできる子どもたち

が増えてきたことは大きな成果であると感じています。今後は、子どもたち同士が自分たちで意

見をつないでいく力を伸ばし、自らの考えを深めたり広げたりできるよう、より充実した伝え合

う学習を目指していきたいと考えています。 
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 令和７年度 学校評価 集計結果と分析 

設問１ 

（児）学校は、楽しいですか。      

（保）お子さんは、楽しく学校に通っていますか。    

（教）子ども達が学校に楽しく通えるように努めていますか。   

   

 
  
本校の学校教育目標は「共に学び、明日が楽しみになる学校」です。昨年に引き続き、

児童、保護者、教職員いずれも「思う、やや思う」が９割を超えました。子ども達は各ク
ラスや計画委員会等において「明日が楽しみになる学校」にするための取り組みを行って
きました。教職員は、学校経営計画や学校案内等でお伝えしています「今年度の重点目標
と具体的な取り組み」に沿って、学習と生活が充実したものになるよう努めてきました。
また、日々のご家庭での支えも大きな力となっています。ありがとうございます。一方「や
や思わない、思わない」と感じている子ども達への対応も重視しています。担任や支援教
育コーディネーターなどチームで引き続き取り組み、今後も学校教育目標を実現できるよ
う反省と改善を積み重ねていきます。 

 

設問２ 

（児）学校での学習は、楽しいですか。      

（保）お子さんは、学校での学習を楽しんでいますか。    

（教）楽しい学習になるように努めていますか。      

 
 
 児童、保護者ともに９割弱の方が、「思う、やや思う」と回答しています。子ども達が「分
かった。」「できるようになった。」と実感することが学習を楽しむことにつながると考えま
す。本校では「自分の考えをもち 伝え合う子」をテーマに校内研究を進め、授業の工夫
改善に努めてきました。その成果が結果に表れたと考えます。また、一人ひとりの様子を
よく把握し対応していき、「楽しめていない」と感じている子ども達への支援についてさら
に重視し改善していきたいと考えます。引き続き保護者の皆さんと連携を取りながら行っ
ていきます。 
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設問３ 

（児）自分をふりかえり、よいところを生かそうとしていますか。   

（保）お子さんは、自分をふりかえり、よいところを生かそうとしていますか。 

（教）ふりかえりを行い、子ども達が自分のよいところや成長に気づけるようにしていますか。 

 
 

 
例年同様、各教科の授業や行事などにおいて、めあてや見通しをもって取り組むこと、

自身のよさや成長を実感できるように振り返りをすることを大切にしてきました。こうし
た積み重ねが自己肯定感の高まりやさらなる意欲につながると考えています。継続して取
り組んだことが、児童、保護者ともに「思う」「やや思う」の回答が８割以上という結果に
つながったと考えます。 

 

 

設問４ 

（児）行事や児童会活動・学級活動では、自分達で考えて協力して活動しようとしていますか。 

（保）お子さんは、学校行事や児童会活動・学級活動での様子を、家で話していますか。 

（職）行事や児童会活動・学級活動では、自分達で考えて協力して活動できるように努めています

か。   

       

 
 

 
「思う、やや思う」と答えた児童が９割を超えました。本校では、前述の各自がめあて

をもち活動後に振り返りを行うことに加えて、充実した活動になるように教職員が支援を
すること、担任ががんばりや成長を認め価値付けることを重視してきました。その結果、
子ども達自身が、自分達で考え協力できた実感を得られたのだと思います。また、「思う」
「やや思う」と答えた保護者が８割以上と高い結果となりました。今後も、子ども達の様
子を実際に見る機会や、学校ウェブサイトや紙面などで様子をお伝えすることを大切にし
ていきます。 
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設問５ 

（児）目標をもち、挑戦しようとしていますか。      

（保）お子さんは、目標をもち、挑戦しようとしていますか。 

（職）目標をもち、挑戦できる機会を設けていますか。 

     

 
 

９割近くの児童が「目標をもち、挑戦しようとしている。」と答えています。昨年度に比
べ「思う」と答えた児童の割合が伸びています。また、教職員は昨年度の回答を踏まえ「こ
の学習でできるようになること」を明確にした学習活動づくりに努めました。「なりたい自
分」をイメージし、目標をもち挑戦や努力をする姿勢への支援を意識してきました。新し
いことや困難なことに挑戦し向き合いながら取り組むことで、子どもたちは達成感を味わ
ったり、自分自身の成長を感じたりできているようです。今後も、意識して教育活動を続
けていきます。 

 

設問６ 

（児）自分の健康について、考えて生活していますか。     

（保）お子さんは、自分の健康について、考えて生活していますか。  

（職）健康について、考えて生活できるように声をかけていますか。 

   

 

 
 ８割の児童が「思う・やや思う」と回答しています。１、２年生は学級活動等の中で健
康教育、食育授業に取り組んできました。３年生以上は保健体育や家庭科等で健康教育及
び食育を進めてきました。さらに、昨年度からは「心」の健康面を大切にしたいと考え、
かわさき共生＊共育プログラム、人権尊重教育、SОS出し方受け止め方教育に重点をおい
て全校で取り組み、積み重ねてきました。子どもたちの意識が根付いていくように、今後
も自己も他者も大切にする心と態度を養うことを授業だけで終わらせず日々伝えていきま
す。 
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設問７ 

（児）防災・防犯訓練や交通安全教室などを通して、安全・安心に気をつけて学校生活を

送っていますか。        

（保）お子さんは、防災・防犯訓練や交通安全教室などを通して、安全・安心に気をつけ

て学校生活を送れるように努めていますか。     

（職）防災・防犯訓練や交通安全教室などを通して、安全・安心に気をつけて学校生活を

送れるように努めていますか。      

 

「思う」「やや思う」を合わせて 91％の保護者の方が学校の安全対策を評価しています。
また、児童の「思う」「やや思う」の回答は 95％で、昨年度 96％とほぼ同じです。具体的
な活動として災害時の避難訓練、不審者が侵入した際の防犯訓練にも取り組んできました。
今年度も消防署・警察署の方々のご協力もいただき、より意識を高めることができました。
また、各学年で計画し、災害時に役立つ経験や知識につながる活動にも取り組みました。
引き取り訓練では、保護者の方々にもご協力をいただき、スムーズに訓練を進めることが
できました。今後も安心・安全な学校を目指し､より一層の努力をしてまいります。引き続
き、保護者の皆様の協力をお願いします。 
 

設問８ 

（児）課題（問題）について、調べたり話し合ったりして解決しようとしていますか。 

（保）お子さんは、課題（問題）について、調べたり話し合ったりして解決しようとして

いますか。 

（職）課題（問題）について、調べたり話し合ったりして解決する学習を行っていますか。  

 

「思う」「やや思う」と回答した児童が９割以上となりました。校内研究で、考えを伝え
合う学習に力を入れたことや、GIGA 端末の活用が更に進んできたことが理由として考え
られます。一方保護者は「思う」「やや思う」が 73％となりました。調べたり話し合ったり
して学習を深め、問題を解決する力が向上する取り組みを引き続き行っていくと共に、向
上させるための手立てについても考えていきたいと思います。 
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設問９ 

（児）自分で考えたり、それを表現したり、友達と意見の交流をしたりする学習は好きで

すか。 

（保）お子さんは、考えたり、それを表現したり、友達と意見の交流をしたりする学習は好きですか。 

（職）考えたり、それを表現したり、友達と意見の交流をしたりする学習を行っていますか。 

 

 
81％の子ども達が「思う」「やや思う」と回答しており、友達に自分の考えを伝えたり友

達の意見を聞いたりして、互いの考えを交流しながら学習を深めていくことの楽しさを感
じていることが分かります。設問 8 の自分達で主体的に学習することにつながっていると
考えます。苦手意識がある子ども達の学習の楽しさや探求心につながるよう、今後も指導
の工夫・改善をしながら、学習活動全体で主体的・対話的で深い学びを目指していきます。 

 

設問１０ 

（児）GIGA端末を使うことが、学習に役立っていると思いますか。   

（保）お子さんは、GIGA端末を学習に役立てていると思いますか。   

（職）学習に役立つように GIGA端末を活用していますか。   

  

 
今年度も引き続き、「思う」「やや思う」と回答している子ども達の割合が９割を超えて

います。本校では「主体的・対話的に学ぶ子」を目指しています。口頭での表現が全てで
はなく、意見を入力し、画面を通して学びを共有できるところにも GIGA端末の良さがあり
ます。GIGA端末が学習の中で他者とつながり、さらに学びを深めたり広げたりしていくこ
との支えになるよう支援していきます。一方で、昨年に比べ「思う」「やや思う」と回答し
ている、児童と保護者の割合がわずかですが減っています。これは、GIGA端末を使い始め
たころの、使うことができて嬉しい楽しいといった思いだけでなく、活用の仕方が一歩進
み、GIGA端末とノートそれぞれのよさを理解し、使い分けることができるようになってき
たことが要因と考えられます。また、GIGA端末を活用した学習について、より保護者の方
に伝わるよう工夫していきたいと考えます。 
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設問１１ 

（児）学習したことが、問題を解決することに役立っていますか。  

（保）お子さんの学習したことが、問題を解決することに役立っていると思いますか。 

（職）学習したことが、問題解決に役立つような学習を設定していますか。 

  

 
昨年度に引き続き、子ども達が「思う」「やや思う」と答えた割合が９割を超えました。

これは、これまでの学びを生かしながら課題を解決していく力が身についていると考えら
れます。今後も、「既習をもとに考える」「既習を生かして学習を進めていく」ことの良さ
や大切さを実感しながら課題を解決していくことができるよう、つけたい力を教員も子ど
も達も意識し見通しをもって学習していくことができるよう学校全体で取り組んでいきま
す。 
 

設問１２ 

（児）おたがいのよさやちがいを、認め合っていますか。     

（保）お子さんは、お互いのよさや違いを、認め合うことをしていますか。 

（職）お互いのよさや違いを認め合えるよう努めていますか。   

  

 
昨年に引き続き、「思う」「やや思う」と答えた割合がどの立場でも、９割を超えていま

す。毎日の授業の中で、互いのよさやちがいを認め合い思いやる心を大事にしてきました。
また、道徳教育や人権尊重教育において、じっくりと考え話し合う機会をつくったり、か
わさき共生＊共育プログラムにおいて、お互いのよさやちがいを認め合う機会を多く設定
したりしてきました。今後も、「やや思わない」「思わない」と感じている子ども達の気持
ちにも寄り添いながら、日々の生活や学習の中で、お互いのよさやちがいが認め合えるよ
うに立ち止まって考えることを続けていきたいと思います。 
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設問１３ 

（児）先生は、あなたの話を聞いてくれると感じますか。     

（保）お子さんは、困ったことや心配なことを、家で話していますか。   

（職）子ども達の話に耳を傾けていますか。    

   

 

「思う」「やや思う」と回答した児童は９割を超え、昨年度より増加しました。これは児
童が安心して教職員に相談できる環境が整ってきていると考えられます。教職員が日頃か
ら相談しやすく、SOS を出しやすい雰囲気づくりを意識してきました。そして、担任、学
年、支援教育コーディネーター、養護教諭、学校巡回カウンセラー等が情報を共有しなが
ら、チームとして児童を支えてきたことが要因として挙げられます。また、全クラスで毎
年「ＳＯＳの出し方」や「ＳＯＳの重要性」について授業を通して伝えてきたことも、児
童の安心感や信頼感の向上につながったと考えます。 

 

設問１４ 

（児）「されていやなことはしない」という気持ちで行動していますか。 

（保）お子さんは、「されていやなことはしない」という気持ちで行動していますか。 

（職）「されていやなことはしない」という気持ちで行動できるように、指導していますか。 

 

 

「思う」「やや思う」と回答した割合は、児童・保護者・教職員のいずれの立場において
も９割を超え、昨年度同様高い結果となりました。これは相手の気持ちを考え、思いやり
をもって行動しようとする意識が学校全体に定着してきていることの表れであると考えら
れます。日常の指導に加え、道徳の授業においても、人権の視点に立った考え方や行動に
ついて継続的に指導してきました。また、１１月の人権週間には子どもたち一人ひとりが
人権宣言を行い、自分や周りの人を大切にする意識を高めたことも、肯定的な回答につな
がった要因の一つと考えられます。今後も引き続き、思いやりの心を育む指導を行ってい
きます。 
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設問１５ 

（児）よりよく生活するためにあいさつをし、言葉づかいに気をつけていますか。 

（保）お子さんは、よりよく生活するためにあいさつをし、言葉づかいに気をつけていますか。 

（職）「みんなのやくそく」を大切にして生活できるように声をかけていますか。  

 

 

「思う」「やや思う」と回答した児童が、今年度も９割を超える結果となりました。今年
度も学校生活の重点目標を「気持ちの良い挨拶をしよう」とし、年間を通して継続的に指
導してきました。委員会活動では、高学年の児童が中心となって積極的に挨拶を行い、ま
た登下校時には、地域の方々からも温かい挨拶をいただく機会がありました。こうした大
人や上級生の姿に触れることで、自然と挨拶をする児童が増えてきていると感じられます。
今後も挨拶や適切な言葉遣いの大切さを伝え、気持ちよく生活できる学校づくりを進めて
いきます。 
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